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２０２6年度 第1四半期業績

（億円）

3

◼ 受注高は前年同期比50%超と大幅に伸長。受注残高は6,000億円に迫り、全四半期を通して過去最高

を更新。加えて、売上収益及び全ての利益項目が第１四半期として過去最高を更新

◼ 営業利益、当社株主に帰属する四半期純利益はともに第1四半期として4年連続で20％超の成長率を

維持し、営業利益率が第１四半期として過去最高

売 上 収 益 1,735 1,984 249     +        14.4%   +      

売 上 総 利 益 444 502 58     +          13.1%   +      

（ 売 上 総 利 益 率 ） (25.6%) (25.3%) (△0.3p) -

そ の 他 の 収 益 及 び 費 用 ▲310 ▲332 22     △         7.1%   +        

営 業 利 益 134 170 36     +          26.7%   +      

（ 営 業 利 益 率 ） (7.7%) (8.6%) (+0.9p) -

当 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 98 125 27     +          27.1%   +      

受 注 高 1,722 2,658 935     +        54.3%   +      

受 注 残 高 4,777 5,991 1,214     +     25.4%   +      

2025年度
1Q

2026年度
1Q

増減額 増減率
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1,561 1,735
1,984

2024年度 2025年度 2026年度

１Q
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２０２6年度 第1四半期業績

◼ 様々な業種からの旺盛なIT投資需要を捉え、売上収益が拡大。第1四半期の売上収益の通期計画に対する

進捗率は好調に推移し、今後の売上収益に先行する受注残高も順調に拡大 （図1参照）

◼ ビジネスの高付加価値化などにより売上総利益率が過去最高であった前年同期並みの高水準を維持した

ことに加え、社内の業務効率化などによる販売管理費の伸びの抑制が寄与し、営業利益が伸長 （図2参照）

当社グループの売上総利益とその他の収益及び費用
（販売管理費など）の第1四半期の推移

107
(＋21.7%)※

※（）内は前年度比増加率

▲332
(+7.1%)▲310

(+18.0%)

502
(+13.1%)

444
(+20.2%)

370
(+12.8%)

営業利益

売上総利益

その他の収益及び費用
（販売管理費など）

（億円）

134
(＋25.5%)

170
(＋26.7%)

FY2024 FY2025 FY2026

当社グループの通期売上収益に対する
第1四半期の売上収益及び受注残高の推移

図1 図2

2024年度 2025年度 2026年度

（億円）

（２１．４％） （２１．９％） （２2．3％）※1 （）内は進捗割合

７，２８２
(通期実績)

７，９３７
 (通期実績)

８，900
(通期計画)

4,619 4,777 5,991
1Q末 受注残高

(63.4%) (60.2%) (67.3%)

※2 （)内は1Q末 受注残高の通期売上収益に対する割合

▲263
(+9.5%)
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（億円）

製品販売

サービス

開 発

主な取り組み事例

✓ 製造業向けなどにID管理のSaaS、その他幅広い業種向けにパブリッククラウドを
提供

✓ 社会インフラを支える通信事業者の通信設備の保守・運用

✓ 商社向け基幹システムのデータ分析基盤の運用

✓ 製造業向けにコンサルティングサービスを提供し、新規事業創出を構想段階から支援

✓ 通信事業者向け業務系システムの開発

✓ 運輸向け社内システムのクラウド共通基盤を更改

✓ インターネット関連事業者及び通信事業者向けの生成AI基盤整備

✓ 増大する脅威に対応するため、カード会社、自動車製造業、電力など幅広い業種向けに
セキュリティ強化を支援

✓ 通信事業者向けデータ基盤の整備

5

ビジネスモデル別売上収益

１,７３５

１,９８４

（38.8％）

（23.3％）

（37.9％）
（３９.１％）

（21.9％）

（39.0％）＋102

＋３１

＋１１７

◼ 全てのビジネスモデルで売上収益が伸長

◼ システムの保守運用やID管理などのSaaS、及び新規事業創出に向けたコンサルティングやシステム開発、

並びにAI基盤の整備やセキュリティ強化に向けた幅広い製品の販売が伸長
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（＋） 商社向け基幹システムのデータ分析基盤の運用

（＋） 製造業向けにコンサルティングサービスを提供し、新規事業創出を構想段階から支援

（＋） 製造業向けにID管理のSaaSを提供

（＋） 自動車製造業向けにセキュリティ対策ソフトウェアを販売

（＋） 通信事業者向け通信設備の保守・運用

（＋） 通信事業者向け業務系システムの開発

（＋） インターネット関連事業者及び通信事業者向けの生成AI基盤整備

（＋） 通信事業者向けデータ基盤の整備

（＋） 運輸向け社内システムのクラウド共通基盤を更改

（＋） 電力向けにセキュリティ対策ソフトウェアを販売

（ー） 電力向けシステム基盤の構築、及びインフラの導入

（＋） カード会社向けにゼロトラストアーキテクチャを採用したセキュアなOA基盤を構築

（＋） メガバンク向け国際金融規制に対応したデータマートの構築

（＋） 海外事業会社（マレーシア、シンガポール）における地場顧客向けIT基盤の整備など

6

（億円）

＋46

＋100

△7

+20

＋90

産業
ソリューション

広域・社会
インフラ

情報通信

その他

金融

主な変動要因

（参考） 事業グループ別売上収益

１,７３５

１,９８４

※2026年度より、エンタープライズ事業グループ及びリテール＆サービス事業グループを、産業ソリューション事業グループへ統合しました。

※
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（再掲）2026年度 計画

（億円）

売 上 収 益 7,937 8,900 963     +    12.1%   +   

売 上 総 利 益 2,113 2,400 287     +    13.6%   +  

（ 売 上 総 利 益 率 ） (26.6%) (27.0%) (+0.4p) -

そ の 他 の 収 益 及 び 費 用 ▲1,309 ▲1,460 151     △    11.6%   +   

営 業 利 益 804 940 136     +     17.0%   +  

（ 営 業 利 益 率 ） (10.1%) (10.6%) (+0.5p) -

当 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 605 650 45     +      7.5%   +    

受 注 高 8,465 9,500 1,035     + 12.2%   +  

受 注 残 高 5,318 5,918 600     +    11.3%   +   

2025年度
実績

2026年度
計画

前年比 増減率

主な取り組み

✓ 自社独自の資産型サービス

の展開加速

✓ 伊藤忠デジタル事業群との

連携、上流アプローチによる

付加価値創出

✓ 注力4領域のビジネス拡大、

新たなAIビジネスの創出

✓ 開発へのAI活用による品質

向上及び業務効率化

✓ 先端技術分野の事業スキーム

確立
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ビジネストピック①

◼ 100年先を見据えた企業のありたい姿を起点に、構想段階から新規事業の方向性を共に定義

◼ 漢方薬・医療の枠を超え、生活者に寄り添う顧客体験価値の創造に向けてデジタルを組み合わせたPoCを設計

漢方事業最大手のツムラの新規事業創出を構想段階から継続支援

どんな事業として
成り立つのか

• 収益モデル

• 共創モデル

• プロトタイプ

STEP 2

• 全社DX推進を担う経営企画部門で
 新規事業戦略・ビジョンを構築開始

• 養生・未病領域への挑戦表明
• 漢方薬の提供に留まらない価値を探索

漢方薬・生薬・食品事業

に続く、新たな顧客体験

価値基盤の構築

案件の目的 CTCのbuild serviceで実現できたこと

CTCのbuild service が果たしていく役割

顧客の期待： コンサルティング支援を超え、“事業の当事者”として向き合うこと

顧客との関係  ： 事業構想段階から伴走する事業パートナーへ

提供価値  ： 課題接点・企画構想を起点に事業の実現を支援

支援モデル  ： 事業構想を起点にした共創型モデル（ビジネス・UX・デジタルを横断）

関与領域  ： 構想にとどまらず、事業化・マーケティングまで関与

デザイナービジネスアーキテクト エンジニア

お客様と一つのチームになってデジタルビジネスを生み出すCTCの伴走型サービス。
ビジネス・UXデザイン・アジャイル開発を掛け合わせ、アイデアを少ない投資で素早く
形にし検証しながら育てます。専門家が顧客チームと一体となり、方向性づくりから開
発・成長までを共に進めます。成果物を納めて終わりではなく、お客様自身が事業を
動かし続けられる力を残すことまでを目指します。

顧客と共に新たな事業を構想・実現する伴走型テクノロジーコンサルティング

新規事業の

方向性を

共に定義

build service

誰のために
何を目指すのか

• ビジョン

• 提供価値

• 会社方針との接続

STEP 1

本当に価値が
あるのか

• PoC設計

• 専門家連携

• ユーザー検証

STEP 3

事業構想からシステム実装まで一気通貫でbuild serviceが伴走

8



Copyright© ITOCHU Techno-Solutions Corporation

（再掲）２０２6年度 計画2026年度 第1四半期決算 ビジネストピックス

SELMIDのデジタル証明書（VC）のサービス機能 概要

CTCみらい研究所 研究所長 富士榮 尚寛：問われる「データ主権」の確立
｜ CTC総研 ｜ 伊藤忠テクノソリューションズ より要約

スマホで証明書管理

ウォレット

（証明書を確認する）事業者

VC検証機能

デジタル
証明書発行

アプリ提示
（選択的開示）

教育・医療・金融・観光など社会基盤の多様な分野へ活用を拡大し、国内外の標準仕様
との相互運用によりグローバルなデジタルIDエコシステムの構築に貢献していく。

個人企業・教育機関・行政など

証明書の発行
提示された証明書の内容を確認

/検証/サービス提供

デジタル証明書（VC）サービス機能

VC発行機能

改竄、偽造を防ぐ暗号技術を追加し、プライバシー保護、認証プロセスの更なる強化、簡素化を実現

ビジネストピック②

選択的開示とは 検証可能な資格情報（VC）から相手が必要とす

る項目だけを取り出して提示できる仕組みです。例えば就職の際に企業か

ら学歴を確認される場合、卒業証明書のうち、企業が確認したいのが卒業

の事実だけなら、生年月日や成績を隠したまま卒業の事実だけを示せま

す。隠した項目があっても発行元（大学）の署名は有効なままで、真正性は

損なわれません。 

 個人情報の開示には本人による事前同意

が必要となりますが、現在のサイバー空間で

の「事前同意」の仕組みは「全部に同意か、不

同意か」の二者択一で、何ページもの規約を

読まぬまま同意ボタンを押すケースも多く、

結果として責任だけ本人が負っています。選

択的開示は「渡す情報を必要最小限に絞る」

第三の道を用意し、最小限のデータで最大限の信頼を築く中核手段となり

ます。 

必要情報のみ提示する選択的開示で個人情報を守るデジタル証明機能を提供

◼ 必要な情報だけを相手に渡す選択的開示にデジタル証明書(VC)で対応。データの真正性の担保、手続
きにおける手間とリスクの大幅削減、個人情報の開示項目の最小化を実現

◼ CTC独自サービスのBtoCクラウドID基盤「SELMID」に改竄、偽造を防ぐVCを新機能として追加

※ VC（Verifiable Credentials）：国際標準仕様に基づき、改竄・偽造されていないことを第三者が確認できるデジタル証明書の仕組み

※

9

https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
https://www.ctc-g.co.jp/insight/author/fujie/001_1.html
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◼ AI基盤の需要増に伴う汎用メモリ不足により、メーカーEOSLを迎える状況でも買い替えが困難となっている

◼ CTCグループは自社解決率90%以上の独自ナレッジに加え、約12万点の保守部材とグローバル調達網で

EOSL延長保守サービスを提供し、顧客のシステム安定運営を支援。引き合い件数は増加中

※１

※1 EOSL：End Of Support Life（メーカーサポート提供終了）の略称。メーカーからのサポートや保守部材供給が受けられなくなることを意味する

※2 自社解決率90%以上は、当社主要プロダクトを対象とした保守対応実績に基づく数値

ビジネストピック③ メモリ不足時代の価格高騰に対する現実解として機器延長保守を提案

外部環境
メモリ供給の構造変化

世界的にAI基盤の需要が急増し、

汎用メモリ不足につながっている

広帯域メモリ（HBM）へ

生産シフト
AI・GPU向けが最優先で供給

されている

汎用メモリ（DRAM）が

供給不足
サーバ・PC全般で価格高騰・

納期遅延

顧客の選択
買い替えの壁と現実解

EOSLを迎える際の現実的な対応策

としてEOSL延長保守が浮上している

買い替え（リプレース）対応

本来は理想だが、価格高騰・長納期

により、現実には選びにくい

EOSL延長保守で使い続ける

既存資産を活かし、投資を抑えて

事業を止めない現実的な選択肢

CTCグループの提供価値
独自ナレッジが生む高い自社解決率

背景 CTCグループのEOSL延長保守サービス

独自ナレッジで品質を維持し、EOSL後も安定運営を支援

CTCグループの蓄積されたナレッジによる品質で、汎用メモリ不足下でも

止めない運用を支え続ける

自営保守部材の在庫点数

約12万点独自ナレッジによる自社解決率

90%以上
グローバル調達網

※2
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